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※代金引換送料（郵送）：初回 390 円/二回目以降 590 円何枚でも）

注文方法サイト: http://www.oct-net.ne.jp/tambouri/order.htm

【ご注文はできるだけ 4/18 までにお願いします】

注文方法１の場合を除き､発送はご注文受取り後約５日以内にし

たいと思っていますが､無理な場合もあります｡締切日に近いご注

文の場合は､２週間ほどかかる場合もあります｡電話注文はお受け

しておりません｡

●お問合せはメールにてお願いします｡

●ご注文の際､プライス又はプライス･コードをお書き願います｡

●カタログは郵便にてお届けします｡

（春の・・・）

*厳寒続きの冬からまるで春のページをめくるように春(初夏？)

が突然やって来ましたね｡この時期､新たな人生の一ページをめ

くられた方も多いかと思います｡

*英国では５月が日本の春のような気分なのでしょうか｡タイミ

ング良く｢春眠｣気分の CD が二枚､Lisa Knapp の新作と Karen

Tweed･Timo Alakotila の新作(販売は"Finland")が英国から届き

ました｡同じく春っぽくても､スコットランドの若き歌姫の Iona

Fyfe のデビュー作は､春の日を浴びてにこやかな草花のような

清々しさ｡

*絶対に聴き逃せない Planxty の未発表ライヴの新譜と Altan の新

譜､それにヴェテランＳＳＷ達､Chris Smither に Chip Taylor に

John Gorka の新譜､それから新生 Matthwes Southern Comfort 等の

他､少数精鋭粒ぞろいになりました｡

*試しに入れ始めた LP がそこそこ売れていて､今回も LP を数点仕

入れてみました｡Bert Jansch の"LA Turnaround"(青色ディスク)

と｢NEW ARRIVAL｣で販売の Shirley Collins の新作(桃色ディスク)

は何人の方から注文があるか楽しみでもあります｡

*前回アイルランドで紹介した Blas のシンガーの名が間違ってい

ました｡正しくは｢コネマラの Brennan sisters の Anne｣となりま

す｡お客様からの指摘でわかりました｡

mailto:song@tambourine-japan.com


（分割払い）

*分割払いをご希望の方はお申し出下さい｡最初のお支払いは請求

額の半額になります｡残り半額は 5月 31 日まででＯＫです｡

                     

1)FRIEL SISTERS:Before The Sun(Ireland)

2)MUIREANN Nic AMHLAOIBH:Foxglove & Fuschia(Ireland)

3)BLAS:Blas(Ireland)

4)BRIAN FLANAGAN:Where Dreams Are Made(Ireland)

5)MELROSE QUARTET:Dominion(England)

6)ANGE HARDY:Bring Back Home(England)

7)KATE RUSBY:Angels And Men(England)

8)CHRIS HILLMAN:Bidin' My Time(USA)

9)MARTIN HAYES QUARTET:The Blue Room(Ireland)

10)JOHNNY COPPIN:All On A Winter's Night(England)

11)KARINE POLWART:A Pocket of Wind Resistance(Scotland)

12)INGEBJORG LOGNVIK REINHOLDT:Songen Om Guro(Norway)

13)JOANNA HYDE & TADHG O MEACHAIR:One For The Foxes(Ireland)

14)STILLS & COLLINS:Everybody Knows(USA)

15)JIM KWESKIN:Unjugged(USA)

16)KRIES:Selo Okuke / Village Tracks(Balkan)

17)MARY BLACK:Sings Jimmy McCarthy(Ireland)

18)OPEN THE DOOR FOR THREE:The Joyful Hour(Ireland)

19)CAROLINE KEANE & TOM DELANY

:Never Say Goodbye,Say Good Luck(Ireland)

20)RICHARD THOMPSON BAND:Live At Rocpalast(England)

21)WAILIN' JENNYS:Fifteen(Canada)

22)ZARI:Sazaroti(Latvia)

23)SYMBOLIC:Muzam Saule Debesis(Latvia)

24)THE TRANSPORTS "A Tale Of Exile And Migration"(England)

25)KAREN TWEED & TOM McELVOGUE:Luckpenny(Ireland)

26)THE NESBITT FAMILY:Devil's Bit Sessions

-Three Generations Of Tradition(Ireland)

27)BLACKIE & THE RODEO KING:Kings And Kings(Canada)

28)CHRIS STOUT & CATRIONA McKAY:Bare Knuckle(Scotland)

29)BELA FLECK & ABIGAIL WASHBURN:Echo In The Valley(USA)

30)MICHAEL McDONALD:Live on Soundstage(USA)

Re-issue, USA, Canada, British Folk, England, Scotland,Ireland,

USA,Canada(Trad), Europe ほか, 神宿る沖ノ島, あとがき

（前回初入荷商品で在庫がある分と再入荷商品も含んでいます）



[リイシュー/Historic Recording]

（CD/Ｕ．Ｓ．Ａ．）

Raitt&Butterfield) (B.Raitt) (Desert Rose)

*BONNIE RAITT & PAUL BUTTERFIELDS BETTER DAYS

:Los Angeles 1973 C

(1973 年ロサンゼルスの FM ライヴ｡ブックレットにもトレイにも参

加ミュージシャンの記載はなし｡だが､入手した情報によると､前

半の"Love Has No Pride"や"Nothing Seems To Matter"を含む五

曲は｢Bonnie Raitt with Paul Butterfield,Freebo,Bill Payne,

Chris Parker｣で､後半の"Small Town Talk"や"New Walkin'

Blues"を含む六曲は｢Paul Butterfield と Better Days{Geoff

Muldaur,Ronnie Barron - Vocals,Christopher Parker,Billy

Rich,Amos Garrett}｣によるライヴ｡当時のそれぞれの個性と持ち

味が存分に発散されていて､抜群｡前半を聴いて改めて思うのは､

Bonnie Raitt のシンガーとしての魅力と南部志向の音楽性の豊か

さ｡加えて､バックの音が個性豊かに充実｡後半の Better Days は､

これぞ Better Days の重厚なブルース～南部志向ロック｡1973 年/

2018 作｡Live Recordings)

*BONNIE RAITT:The Archive \2980

(あっと驚く Bonnie Raitt の FM ライヴ三枚組｡一枚目は 1973 年ワシ

ントン DC のジョージタウン大学でのアコースティックをメインに

したライヴで 18 曲｡二枚目は 1979 年ミネアポリスのオーフィム劇

場でのライヴで 18 曲｡三枚目は 1989 年オハイオ州シンシナティで

のライヴで 17 曲｡時代時代の Bonnie Raitt の音楽の魅力と音楽家

としての変化と成長も楽しめるおよそトータル４時間のライヴ｡

2017 作｡Broadcast Archive)

*DESERT ROSE BAND:Live In New York 1989 B

(Chris Hillman,Herb Pedersen,John Jorgenson,Jay Dee Maness,

Bill Bryson,Steve Duncan の Desert Rose Band のラジオ番組で

のライヴ｡彼らの二枚目"Running"の翌年のライヴで､彼らのカン

トリー･ロックが最も輝いていた頃のライヴ｡C.Hillman のヴォー

カルも C.Hillman と H.Pedersen のヴォーカル･ハーモニーも､若々

しく溌剌としたカントリー･ロックも充実しきって､泣けるほど

良い｡加えて､音質の良さにも驚かされる｡全 13､夢の中｡1989 年/

2018 作｡Roxvox)



(Atlanta Rhytm ) (B.Springsteen)

*ATLANTA RHYTHM SECION:From The Vault D

(南部ロックバンドの Atlanta Rhythm Section の二枚組編集 CD｡デ

ィスク１はアンソロジー的構成で､未発表曲２曲を含むスタジオ

録音曲集の全 15 曲｡ディスク２は主に 1978 年のライヴ音源からの

ライヴ集で 13 曲｡注目すべきは､２曲の 1978 年の東京公演ライヴ

曲を含むディスク２｡ディスク１で彼らの足跡を振り返った後に

聴く､ディスク２は南部ロックバンドとして脂ののっていた時代

のライヴ集で､もの凄いインパクト｡ヴォーカルもロックも充実

仕切っていて､圧巻｡2018 作｡Sunset Blvd)

*BRUCE SPRINGSTEEN:Acoustic Radio 1974 C

(1974 年のテキサスのヒューストンとマサチューセッツのボスト

ンでの FM ライヴ｡時代的に共に 1973 年リリースの一枚目と二枚目

収録の曲プラス数曲が収録された本作は､フォーク･シンガー然

とした装いながら､デビュー間もない頃の何か熱い物を内に秘め

た Springsteen の魅力がにじみ出ていて､味わい深い｡"Growin'

Up"や"Mary Queen of Arkansas"や"Does This Bus Stop at

82nd Street?"{以上一枚目}や"Wild Billy's Circus Story"や

"4th of July,Asbury Park(Sandy)"や Rosalita (Come Out

Tonight)"{以上二枚目}他全 15 トラック｡収録に際し､既に大物の

貫禄というか､ふてぶてしい印象｡1973 年/2017 作｡Gold Ship

Funke)

（LP/ＢＲＩＴＩＳＨ ＦＯＬＫ）

(Shirley Collins LP) (Moonshine LP) (LA Turnaround LP

*SHIRLEY COLLINS:The Ballad Of Shirley Collins \3390

(4/1 入荷決定｡限定カラー{桃色}LP 盤｡Shirley Collins のドキュ

メンタリー映画から音楽を寄せ集めた 21 トラック収録の編集盤｡

S.Collins の録音曲に 1959 年に Alan Lomax とフォーク･ソング収

集の旅を行った時の収録曲や Dolly Collins の宅録曲や 1958 年の

BBC セッションなど S.Collins のかれこれ 60 年に及ぶ音楽活動か

らの稀少曲や未発表曲が収録されている｡Alabama Sacred Harp



Convention､Texas Gladden､Sidney Hemphill-Carter 名義の録音

曲は Alan Lomax との旅でのものと思われる｡A 面最後収録の

"Outtake{London 1959}"というのは一体何だろう？楽しみ色々

で､奥が深そう 2018 作｡Earth)

*BERT JANSCH:Moonshine \3090

(名盤中の名盤｡LP 盤｡1973 年作｡1973 年/2015 作｡Earth)

*BERT JANSCH:L.A. Turnaround \3390

(名盤中の名盤｡1000 枚限定カラー{青}LP 盤｡アルバム未収録曲４

曲を追加収録したダウンロード･コード付｡1974 年作｡1974 年/

2018 作｡Earth)

（CD/ＢＲＩＴＡＩＮ＆ＩＲＥＬＡＮＤ他）

(A Man I'd Rather Be Part1 & 2) (Rab Noakes)

*BERT JANSCH:A Man I'd Rather Be (Part 1) \4980

(ハードカバーブック型四枚組ボックスセット｡ディスク１は 1965

年の"Bert Jansch",ディスク２は 1965 年の"It Don't Bother

Me",ディスク３は 1966 年の"Jack Orion",ディスク４は 1966 年の

"Bert and John"｡ブックレットは Bill Leader による新たな解説

や未使用ジャケット候補など未公開写真など興味深い内容になっ

いる｡保存版｡2018 作｡Earth)

*BERT JANSCH:A Man I'd Rather Be (Part 2) \4980

(ハードカバーブック型四枚組ボックスセット｡ディスク１は 1967

年の"Nicola"",ディスク２は 1969 年の"Birthday Blues",ディス

ク３は 1971 年の"Rosemary Lane",ディスク４は 1973 年の

"Moonshine"｡ブックレットは英 MOJO Magazine 誌のライター Dave

Henderson による新たな解説や未使用ジャケット候補など未公

開写真など｡保存版｡2018 作｡Earth)

*RAB NOAKES:Bridging the Gaps D

(二枚組｡一枚目は 1972 年の"Rab Noakes"全収録曲＋ボーナストラ

ック２曲と 1978 年の"Restless"の LP の A 面全収録曲の計 19 曲で､

二枚目は"Restless"の LP の B 面全収録曲＋ボーナストラック２曲

と 1980 年の"Rab Noakes"全収録曲＋ボーナストラック１曲の計

18 曲｡本作の聞き物は 1972 年の彼の一作目"Rab Noakes"｡ナシュ

ビルの名プロデューサーの Bob Johnston をプロデューサーに､

そして彼の紹介で参加したドラマーの Karl Himmel を米国から

迎え､当時の Rab の音楽仲間等{ゲスト:Archie Fisher,Gerry

Rafferty,Joe Egan}とロンドンで収録された"Rab Noakes"は､

初 期 Lindisfarne に通じる人なつっこい唄と牧歌的なフォーク

ロックが快い名盤｡CD 化は初めてなのでは？2018 作｡Neon)



*RAB NOAKES:The River Sessions C

(1982 年のギター弾き語りライヴ集｡Lindisfarne の演唱で馴染み

のある"Together Forever"ほか自作曲 11 曲｡SSW としての彼本来

の唄の魅力が味わえる｡2003 作｡River)

［CD/ＵＳＡ］

(Chris Smither) (Chip Taylor) (John Gorka)

*CHRIS SMITHER:Call Me Lucky D

(この６年間の間に作った新曲を収録した新作で二枚組｡Bill

Conway{ﾄﾞﾗﾑｽ},David Goodrich{ﾋﾟｱﾉ､各種ｷﾞﾀｰ},Matt Lorenz

{ｳﾞｧｲｵﾘﾝ､ｳﾞｫｰｶﾙ}の少数精鋭で固めて制作された本作は､本当に

新曲集?!と思ってしまうほど､彼の初期の妖艶なムードを醸し出

した唄が多く､おおおと聴き入ってしまった｡その妖艶なムード

は素朴に凝縮した音作りに加えて､齢を重ねた分､枯れた味わい

にもなっていて､味わいが深い｡自然体でうたう Chris の唄は､唄

そのものに魂が感じられもする｡過去の名曲とそっくりな曲"By

The Numbers"は特に心を奪われるが､Chris 自身お気に入りのよ

うで､ディスク１とディスク２{最後の曲}で二度収録している｡

そうした趣向をベースに覇気あるロック調の曲が数曲｡2018 作｡

Signature Sounds)

*CHIP TAYLOR AKA JAMES WESLEY VOIGHT:Fix Your Words B

(ジャケット写真は Chip Taylor が子どもの頃の家族写真｡左端が

Chip で右端が母親の Barbara｡Side A"Fix Your Words"､Side B

"When I Was A Kid"と分けられた本作は､これまでの Chip

Taylor のどのアルバムより声が年老いていて､徹底して静かで､

祈りや哀しみや懐かしむ気持ちが込められていて､唄がじわじわ

と心にしみわたる｡元々語りかけるように悠々と自作の唄をうた

う Chip だが､彼の持ち味をさらに煎じ詰めた味わいを極めていて､

感動の深さが深い｡これほど身にしみてくる唄は聴いたことがな

い｡John Platania,Tony Leone,Tony Mercadante,Goran Grine,

Greg Leisz 他による伴奏もぬくもり感がある｡2018 作｡

Train Wreck)

*JOHN GORKA:True In Time A

(Red House の社長と担当者から｢廃業｣の知らせが届いたのは昨年

末｡Red House の最後のアルバムになった John Gorka の新作｡いつ

もの箱入りジュエルケース仕様かと思いきや､予算がなかったの

か､薄いデジパック{紙ジャケ}仕様｡録音は 2017 年 8 月 31 日～8 月 2

日の三日間｡録音は少なくともこの 10 年間してきたように古い校

舎で参加メムバーが集まって､演奏してから録音したという｡



J.Gorka はまるで思い出の詰まった実家に帰って､たっぷりと落

ち着いた気分で､数々の｢思い出｣を唄にしてうたっているかのよ

うな､唄にも音にも何か懐かしさや寂しさ感じられるものになっ

ている｡J.Gorka が収録時に Red House の廃業を知っていたかどう

かわからないが､本作から感じられる何かを懐かしむようなムー

ドは､本作を捧げた J.Gorka のプロデューサー John Jennings{2015

年没}や SSW の Michael Johnson{2017 年 7 月没}などの親友の他界な

ども関係しているのかも知れない｡ゲスト:Eliza Gilkyson,Lucy

Kaplansky,Jonatha Brooke｡2018 作｡Red House)

*JIM KWESKIN:Unjugged B

(Jim Kweskin 爺さん､よくぞまあ米国の古い雰囲気の唄ばかりの､

それもバンジョーやギターの弾き語りのアルバムを作ってくれ

ました｡唄のほとんどは 1900 年代前半の頃の白人黒人の垣根のな

い民謡｡Jim 爺さんは､各民謡の様々な物語に心遊ばせ､一曲一曲

を表情を変え､あるときは軽やかに､またあるときはスローに､に

こやかにうたう｡かと思えばしみじみとして､心に響く唄も｡Jim

はまるで古謡のレパートリー豊富な心優しい語り部爺さん歌手｡

Jim 爺さん流のメリカン･フォークの古びた感じがまた何とも言

えず味わい深い｡Jim 爺さんが客と一緒にうたうのが好きという

Donovan の"Colours"で幕｡宝物の Jim Kweskin's America と並ぶ

宝物｡w.Bonnie Dobson,Ben Paley,Tali Trow,Bill Denton｡全 15

曲幸せ気分保証｡2017 作｡Hornbeam)

*MICHAEL McDONALD:Live on Soundstage \2690

(CD＋DVD のセット｡元 Doobie Brothers の Michael McDonald の 2017

年 5 月､シカゴの Soundstage's Grainger Studio でのライヴ｡ホー

ンや女性バックグラウンド･シンガー達も加わった大型ロック編

成による本作は､Doobie で垣間見せていた彼のゴスペルやソウル･

ミュージックの要素の強い音楽が､より強く打ち出されていて､

その味わいの深さと彼のヴォーカルのパワフルさに驚かされる｡

音楽活動歴 45 年の蓄積の上に育まれた堂々たるソロ･ライヴ･ア

ルバムだ｡Dooble のヒット曲"Sweet Freedom"{ぼくも観客も大き

な拍手！}他全 13 曲｡2017 作｡BMG)

［CD/ＵＳＡ{female}］

(Vivian Leva) (Ciara Sidine)

*VIVIAN LEVA:Time Is Everything (CD) A

(LP)\2890

(父親はマルチ楽器奏者で母親は Hazel Dickens&Alice Gerrard と

共演経験のあるアパラチアン･シンガーというアパラチアの若き



女性 SSW の Vivian Leva のデビュー作｡Vivian 嬢の本作は､アパラチ

アンア･トラッドを志向した音楽ではない｡Kate Wolf や初期の

Emmylou Harris の､さらにルーツの古いカントリーの匂いのする

自然体の､すこぶる心地よい SSW アルバム｡Vivian はそんな古くさ

いアメリカン･サウンドと音楽スタイルの音楽に身を預け､声を

裏返らせて､時に快活に､時に優しく語りかけるようにうたう｡

Vivian の声も音楽パートナーの Riley Calcagno のバンジョー＆

ハーモニーほかフィドルやスティール･ギターなどの音色もアパ

ラチアの森に優しく吹く風のように清々しく心地よく､体に美味

しい｡アパラチアから古くさくも清々しい女性 SSW アルバム｡

2018 作｡Free Dirt)

※CD か LP かをお知らせ下さい｡

*CIARA SIDINE:Unbroken Line B

(Ciara はアイルランドの女性 SSW だが､タイプは米国ルーツロック

志向なので､ここで｡本作は六年振りの新作で二枚目だそうだが､

Emmylou Harris や Gillian Welch などの米国ルーツの味わいを極

めたヴェテラン･シンガーに引けを取らない唄の味わいは､心揺

さぶるほど格別｡彼女の唄のベースには米国のフォークやブルー

スのプリミティヴな味わいが確かにあって､その上で豊かなオリ

ジナルなほろ酔いする愁い感のある唄を聴かせる｡Ciaran との共

同プロデューサーは Mary Coughlan や Sinead O'Connor のプロデュ

ーサーでギタリストの Conor Brady｡彼のほか Van Morrison Band

のキーボード奏者の Justin Carroll や Josh Ritter 等のレコー

ディングに参加のドラマーの Dave Hingerty や David Gray Band

のベース奏者の Robbie Malone などアイルランドきってのツワモ

ノ達がばっちりバックアップ｡2017 作｡Music&Words)

［CD/ＣＡＮＡＤＡ］

(Erin Cstelo)

*ERIN COSTELO:Down Below,The Status Quo A

(米国 Compass からの最新作だが､オリジナル盤は 2016 年にオース

トリアのレーベルから発売され､廃盤であるらしいことをネット

で知った｡カナダで 12 もの賞にノミネートされたという女性 SSW

の Erin の本作は､Erin の地元カナダの東端のノヴァスコシアで録

音されたものだが､主人公 Erin のソウルフルなヴォーカルと言い､

女性バックグラウンド･ヴォーカルを伴ったスタイルと言い､米

国南部録音と聞き違える豊穣な南部サウンドと言い､その豊かな

米国南部志向の音楽に驚かされる｡Erin のヴォーカルは何か余裕




